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論文内容の要 t::. 日
Cowpox ウイルス感染細胞の細胞質内にみられる封入体に関しては 19391f Downie の Eosinophilic
body としての記載以来，数多くの研究がなきれ， FL 細胞において，メタノール回定，ギムザ染色に
て亦紫色， Feulgen 反応陽性， 蛍光抗体法lこより抗元性の証明される B I~~封入体とギムザ染色で淡青
色， Feulgen 反応陰性，抗元性を宿しない( Cowpox ウイルスの抗体に対し) A n;~~封入体の二種類序
在する事は既に知られている。 Cowpox ウイルス FL 細胞系において，出現するこれら封入体の電 jて顕
微鏡的検索を行ない，その微細H構遣を観察する円的で実験を行なった。
〔方法並びに成績〉
ウイルスは Cowpox LB. red strain を使用した。培養ガラス管時に一層になった FL 細胞に，ウイ lレ
スを 2 時間吸着後， 2 回 Hanks 氏液にて洗糠し， 10%牛血清合宥 LE 液にて37 0C で維持出蓋し， (段着
後13.15.17.24.72時間後一部メタノール同定ギムザ染色し光学顕微鏡にて A 及ぴ B 別封入体の出現を
確認し，ベロナール酷酸緩衝液にて PH=7 .2--7.4に補正した 1%オスミツク酸にて 2 時間氷室内で国定
し，エタノール系列を通し脱水後 Methacrylate 樹脂にて包埋，熱重合した。ブロックの切削には Leitz
microtome を使用し， JEM5G 型電子顕微鏡にて観察した。 感染後13.15.17時間のものでは細胞質内
に，線維様構造を有する電子密度の高い封入体 (Matrix) が認められ， その内部には，未成熟ウイノレス
の限界政及び Viroplasm の形成がみられ， Viroplasm の辺縁部に，更に電子密度の高い円形の Nucleoid
を有し，その周辺市には喧子密度の低い Halo を有している。 Nucleoid のあるものは線維様構造を示すも
のもみられた。未成熟ウイルスの大ききは約 300mux 220mu 前後の楕円形を呈するもの，及び， ほぼ円
形のものも見られた。 Nucleoid の大きさは約60mu であった。 勿論，内部に未だウイルスの見られない















を有し，円形乃至楕円形の封入体は A 型封入体に一致すると考えられる。 乙の A 型封入体は限界映を
有せず，内部にウイルスを認めず，その大きさは{!占|々に大きくなるのみならず融合によっても増大する。
論文の審査結果の要旨
Cowpox ウイルスの感染細胞に山現する封入体に関しては1939年 Downie が光学顕微鏡にて，その染
色牲により Eosinophilic body として発表した口その後，釜j同らはメタノーノレ固定，ギムザ染色により，
その感染細胞には， A型， B型の二種類の封入体が出現する乙とを切らかにした。










B型封入体は， Matrix 及びウイルスの集団であり，ウイルスの形成過程は，他の Pox group ウイル
スで，すでに観察されている像とよく一致していた。境界は A 型のものほど鮮明ではなかった。
Vaccinia ウイルスと通称されるウイルスには Cowpox ウイルス由来と Variola ウイルス 81来があり
その区別があいまいなままに，研究材料として使われてきた。
本論文は由来の明らかな Cowpox ウイルスを用い，光学顕微鏡のみで観察されていた。 その A 及び
~139~ 
B 型封入体を，超薄切片による電子顕微鏡下で初めて観察したものである。その結果， A 型封入体の
構造は， 他の Pox ウイルスの A 型封入体と異なる独自のものであることが証明された。 B 型封入体
は，他の Pox ウイルスの B 型封入体と同様，ウイルス素材の形成部位であるばかりでなく，その内部
において，ウイルスの成熟過程が行はれている乙とを証明した。
すなわち，本論文は天然痘群ウイルスの増殖機構に対して極めて有力なる情報を提供したものであり，
すぐれた価値ある学位論文と者える。
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